































52ザ ンジバルは植 民地だったのか 一 束ア フ リカ統治 をめぐるオーマ ン人の歴 史認識 一
被支配の境界領域の脆弱性、不安定性が指摘されるようになってきた。蘭領東インドのオランダ人を研究








































































































































56ザ ンジバルは植民地だ ったのか 一 束 アフ リカ統治 をめ ぐるオーマン人の歴史認識 一
の者 がい け好 か な い植 民 地 主義 者(al-isti`mjral-baghida)がっむ い だ 嘘八 百 の話 を受 け入 れ て しま





































































マーン人はイバー ド派であった。このほかにもイン ド系(ヒ ンドゥー教徒、シーア派イスマーイール派)、
ペルシア系(シーア派12イマーム派)、キリス ト教徒などさまざまな宗教、宗派が共存 していた。アル=
バルワーニーいわく、ザンジバルでは個人の信仰にかかわらず、みなが預言者ムハンマドの生誕祭やクリ
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宗主国の言語(ア ラビア語)が 強要されることもなかった。支配者層はイバー ド派であったが同じムスリ
ムであるので、イスラームやその聖なる言語であるアラビア語を尊重する価値観は同じであった。




























人の移動を 「国内移動」と解釈 していたし[al-Riyami2009:40]、アル=バ ルワーニーはより直接的に 「東
アフリカはオマーンの植民地ではなく、オマーンの本質的一部分であった」と述べている[AlBarwani
l996:13-14]。彼らはオマーン本土だけでなく東アフリカ沿岸部広く一帯をひとつの政治体ととらえ、そ





ヒリ語を話 して生活 していた。ザンジバルでは、一部の裕福なオマーン人は中心地ス トー ンタウンに集住
していたが、大多数は地方に散在し、スワヒリに囲まれて生活していたことは文献やインタビューからも
明らかになっている。アル=リヤーミーは 「親密、調和、融合といった感情が、いかにして深い怨恨や復
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讐 の感 情 に変 わ った の か」[al-Riyami2009:12]と問 うてい るが 、前 者 は オマ ー ン統 治 時代 で後者 がイ ギ
リス統 治 時代 に相 当す る。 アル=バ ル ワー ニー の 自伝 の タイ トル も、 『ザ ン ジバル にお け る紛争 と調 和』 で
あ る。かつ て の ザ ンジ バル の 人 び とが 享 受 してい た調 和 や 団結 を示 す語(hamimlya,toja-nis,insihjr/closeness,



















































































1)人 口277万人(2010年統 計 、 うち3割 が外 国人)、住 民 の ほ とん どがイ バ ー ド派(穏 健 派)ム ス リム
で あ る。 民族 構 成 は多 数 派 の ア ラブ 系 ほか 、パ キス タ ン 系、 イ ン ド系 、ペ ル シア 系 で、 主 要言 語 はア ラ
ビア 語 で あ る。
2)帝 国 とは何 か とい う本 質 的 問題 は こ こで は問 わ な い。 「オ マー ン帝 国(α々〃めo痂卿 かαα1一励2δ吻 α)」
とい う名 称 は 現 代 のオ マ ー ン人 あ る い はオ マ ー ン政府 が用 い て い る もの で あ り、筆 者 自身 の もの では な
い こ とを最 初 に お断 りしてお く。
3)タ ンザ ニ ア沖 に浮 かぶ ザ ンジバ ル 島 とペ ンバ 島 そ の他30余 りか ら成 る島 喧部 の名 称 。1964年に大 陸
部 タ ンガ ニー カ と連 合 し、 タ ンザ ニ ア とな っ た。 人 口130万人(2012年統 計)、住 民 の 多 くが ス ンナ 派
ムス リム で あ る。 民族 構 成 は多 数 派 の ス ワ ヒ リ(ム ス リム)ほ か 、大 陸 ア フ リカ 人(非 ムス リム)、ア ラ
ブ系 、 イ ン ド系 で、 主 要言 語 は ス ワ ヒ リ語 で あ る。
4)イ ン タ ビュー はお も にオ マ ー ンの 首都 マ ス カ トにて2004年か ら2010年ま で断 続 的 にお こな われ た。
5)オ ックス フ ォー ド大 学 植 民 地研 究 科 教授 で 代 表的 な歴 史家 レジナル ド・クー プ ラ ン ドや 西 洋 の探 検家
はオ マ ー ン人 を 「植 民 地 主義 者(colonist)」と表 象 して い る。 なお 、 奴隷 制 に関与 して い たア ラ ブ人 に
対 す る ヨー ロ ッパ の 探検 家 の 言 説 が一 枚岩 的 でな く、 当時 の イ ギ リスや ア フ リカ の政 治 的状 況 の影 響 を
受 け て いた こ とは拙 稿 に て論 じた[大 川2008]。
6)ヤ ア ー リバ 朝 時代 に もオ マー ンか らの移 民 が なか った わ けで は な い。ザ ンジバ ル に お け るオマ ー ン移
民 の数 は、1770年代 で300人、1819年で1000人、1840年代 に は5000人にな った とい うか ら、サ イ ー
ドの遷 都 以 降 に急 増 した こ とが わか る[Sheriff1995:13]。
7)オ マ ー ン人 側 は それ が 「革 命(thawra)」で あっ た とは認 識 してい な い。 オ マ ー ン人 の著 作や 語 りの
な か で は 「転覆 」(ingiljb/upheaval)がもっ とも よ く使 われ る用 語 だ が 、そ の ほ か に も 「侵 略 」(i`tidaγ
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